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──周作クラブ会報　83 号──

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
親
会
へ
の
お
誘
い

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、

周
作
ク
ラ
ブ
の
イ
ベ
ン
ト
は
未
だ
実
現
の
予

定
が
た
た
な
い
状
況
で
す
。
そ
こ
で
、
前
号

で
お
伺
い
し
た
皆
様
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
な
ど
を
参
考
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
親
会
を

計
画
致
し
ま
し
た
。
日
頃
、
お
目
に
か
か
れ

な
い
全
国
の
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
会

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
飲
み
物
と
、
お
好

き
な
遠
藤
周
作
の
一
作
を
持
っ
て
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

７
月
３
日（
土
）　

14
時
～
16
時

　

参
加
希
望
の
方
は
６
月
19
日
ま
で
に
メ
ー
ル

で
周
作
ク
ラ
ブ
（syusaku_club@

yahoo.
co.jp

）
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。Zoom

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
お
送
り
し
ま
す
。

当
日
ク
リ
ッ
ク
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

カ
メ
ラ
機
能
付
き
Ｐ
Ｃ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
参
加
が
可
能
で
す
が
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
場
合
は

事
前
に
、Zoom

ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
詳
し
く
お
知
ら
せ

致
し
ま
す
し
、
ご
不
安
な
方
に
は
前
も
っ
て

練
習
の
機
会
を
設
け
る
予
定
で
す
。
多
く
の

方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆�

今
年
度
﹁
周
作
忌
﹂
は
９
月
25
日
︵
土
︶

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
参
加
で
き
ま
す

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
「
周
作
忌
」
で
す

が
、
今
年
は
来
る
９
月
25
日
（
土
）
の
14
時

～
16
時
に
慶
應
義
塾
大
学
三
田
校
舎
内
・
北

館
ホ
ー
ル
で
、
会
場
参
加
＆
オ
ン
ラ
イ
ン
方

式
に
よ
り
行
な
い
ま
す
。
詳
細
は
次
号
会
報

で
の
ご
案
内
を
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

◆
周
作
ク
ラ
ブ
会
員
限
定

〇
﹃
遠
藤
文
学
大
事
典
﹄
申
し
込
み
方
法

�

鼎
書
房　

４
月
15
日
刊
行

�

責
任
編
集　

川
島
秀
一
・
山
根
道
公

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
83
号

�

２
０
２
１
年
5
月
発
行

■
発 

行 

人　

加
賀　

乙
彦

■
編 

集 

人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

亀
岡　

園
子

■
編
集
部　

一
田
佳
希
、
大
原
雄
、
近
藤
恭
弘
、

高
木
香
織
、
清
水
優
子

■
発 

行 

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

	

　

Ｅ
メ
ー
ル　

Shusaku_club@
yahoo.co.jp

編
集
後
記

▼
い
つ
の
間
に
か
春
も
過
ぎ
去
り
、
は
や
初
夏
の

趣
で
す
。
今
年
の
梅
雨
は
早
く
、
す
で
に
梅
雨
入

り
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
、
少
な
か
ら
ず
あ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
遠
藤
先
生
は
晴
れ
男
を
自
認
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
う
い
え
ば
、
梅
雨
時
に

も
あ
ち
こ
ち
ご
一
緒
し
ま
し
た
が
、
雨
に
た
た
ら

れ
た
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
遠
藤
先
生
か
ら
よ
く
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
し

た
。
遊
び
（
旅
行
）
の
話
で
、
た
ま
に
宇
宙
棋
院

や
樹
座
の
話
で
し
た
。
言
い
た
い
こ
と
だ
け
一
方

的
に
仰
っ
て
、
こ
ち
ら
が
何
か
言
お
う
と
す
る
と
、

早
く
も
電
話
が
切
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
多

か
っ
た
気
が
し
ま
す
。

▼
本
号
の
巻
頭
、
加
藤
宗
哉
さ
ん
に
よ
る
、
ヴ
ァ

ン
・
ゲ
ッ
セ
ル
氏
の
メ
ー
ル
の
紹
介
、
と
て
も
興

味
深
か
っ
た
で
す
ね
。
ゲ
ッ
セ
ル
氏
に
よ
る
『
女

の
一
生
・
サ
チ
子
の
場
合
』
の
英
訳
本
、
ぜ
ひ
読

み
た
い
も
の
で
す
。『
女
の
一
生
』
の
「
キ
ク
の

場
合
」
も
「
サ
チ
子
の
場
合
」
も
僕
の
大
好
き
な

作
品
で
す
。
と
は
い
え
、
英
文
を
読
解
す
る
能
力

は
、
残
念
な
が
ら
な
い
の
で
す
が
…
…
。

▼
と
も
あ
れ
、
コ
ロ
ナ
が
猛
威
を
ふ
る
っ
て
お
り

ま
す
。
皆
様
も
充
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

（
劔
）

　

遠
藤
周
作
の
人
と
文
学
の
全
貌
を
明
ら
か

に
す
る
、
５
６
０
ペ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ
大
事
典

で
す
。「
周
作
ク
ラ
ブ
」
も
項
目
の
一
つ
と

し
て
入
っ
て
い
ま
す
。

　

周
作
ク
ラ
ブ
会
員
で
御
購
入
を
希
望
の
方

は
、
鼎
書
房
へ
直
接
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
場
合
の
料
金
は
、定
価
（
１
０
４
５
０
）

の
２
割
引
き
（
８
３
６
０
円
）＋
送
料
実
費

と
な
り
ま
す
。
お
申
し
込
み
は
、
フ
ァ
ク
ス

（

 

０
３
・
３
６
５
４
・
１
０
６
４
）
か
、

Ｅ
メ
ー
ル（info@

kanae-shobo.com

）で

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇
残
部
僅
少

﹃
遠
藤
周
作
全
日
記₁₉₅₀

︲₁₉₉₃

﹄
上
下
1
巻

　

２
０
１
８
年
に
河
出
書
房
新
社
か
ら
刊
行

さ
れ
た
『
遠
藤
周
作
全
日
記
』（
上
下
1
巻
・

箱
入
り
）
が
、
わ
ず
か
で
す
が
在
庫
が
あ
り
ま

す
。
フ
ラ
ン
ス
留
学
時
代
の
日
記
か
ら
、
最
後

の
書
下
ろ
し
長
篇
『
深
い
河
』
執
筆
時
の
創

作
・
病
床
日
記
ま
で
、
作
者
の
魂
の
声
が
余
す

と
こ
ろ
な
く
編
纂
さ
れ
た
日
記
文
学
の
巨
編

で
す
。
解
題
・
解
説
は
今
井
真
理
。
周
作
ク

ラ
ブ
会
員
の
方
に
限
り
、
定
価
1
4
0
8
0
円

の
と
こ
ろ
、
二
割
引
、
送
料
無
料
で
ご
提
供

し
ま
す
。
希
望
者
は
、
河
出
書
房
新
社
編
集
部
、

太
田
美
穂
ま
で
。m

-ota@
kaw

ade.co.jp

（
電　

話
）
０
３
・
３
４
０
４
・
８
６
１
１

（
F
A
X
）
０
３
・
３
４
０
4
・
１
３
７
７

◆
遠
藤
周
作
没
後
25
年

　

心
を
揺
す
る
物
語
と
は
何
か

　

講
座
名
﹁
文
章
で
表
現
す
る
技
術
﹂

�

︵
７
～
９
月
期
︶

講　

師　

加
藤
宗
哉

日　

時　

７
月
９
日（
金
）、
７
月
30
日（
金
）、

　
　
　
　

９
月
10
日（
金
）�

（
全
３
回
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
13
時
～
14
時
30
分

会　

場　

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
新
宿

受
講
料　

会
員
１
０
３
９
５
円

　
　
　
　

一
般
１
３
６
９
５
円

申
込
先　

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
新
宿

　
　
　
　

 

０
３
・
3
3
4
4
・
1
9
4
5

　

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
２
の
６
の
１　

新

宿
住
友
ビ
ル
10
階
。
最
寄
り
駅
は
都
営
大
江

戸
線
「
都
庁
前
」
駅
、
も
し
く
は
J
R
「
新

宿
」
駅
西
口
。

　

―
♢

―
♢

―
♢

―

✤﹁
周
作
ク
ラ
ブ
﹂
会
員
募
集

　
「
周
作
ク
ラ
ブ
」で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
遠
藤
文
学
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か

ら
読
ん
で
み
よ
う
と
い
う
方
々
も
大
歓
迎
で
す
。

　

年
会
費
は
3
，0
0
0
円
。
入
会
金
は
あ
り

ま
せ
ん
。
年
４
回
発
行
の
「
会
報
」
が
送
ら
れ

る
ほ
か
、会
が
主
催
す
る「
文
学
セ
ミ
ナ
ー
」
や

遠
藤
作
品
の
足
跡
を
訪
ね
る
「
遠
藤
文
学
・

原
点
の
旅
」
へ
参
加
で
き
ま
す
。
新
年
会
、

各
種
懇
親
会
へ
の
ご
案
内
も
お
送
り
し
ま
す
。

下
記「
周
作
ク
ラ
ブ
」ま
で
、ハ
ガ
キ
か
Ｅ
メ
ー

ル
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
ご
案
内

の
資
料
と
会
費
の
振
込
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
ク
ラ
ブ
で
は
昨
年
よ
り
財
政
健

全
化
の
た
め
の
「
協
力
金
」
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
一
口
1
，0
0
0
円
で
、
何
口
で
も
結

構
で
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

†
訂
正
と
ご
案
内
†

　

前
号
会
報
の
１
面
「
訃
報
・
遠
藤
順
子

さ
ん
」
の
記
事
の
中
で
、
ご
命
日
を
「
１

月
16
日
」
と
記
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は

「
１
月
17
日
」
で
し
た
。
深
く
お
詫
び
し
、

慎
ん
で
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
東
京
麹
町
の
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
教

会
で
の
納
骨
式
も
す
で
に
終
り
、
墓
参
が

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ク
リ
プ
タ
（
地
下

の
納
骨
堂
）
へ
の
行
き
方
は
受
付
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

※�

カ
ト
リ
ッ
ク
麹
町
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
教
会

（
千
代
田
区
麹
町
６
の
５
の
１
）
へ
は
、

J
R
、
地
下
鉄
と
も
四
ツ
谷
駅
下
車
、

徒
歩
１
分
（
上
智
大
学
手
前
）。

 

０
３
・
３
２
６
３
・
4
5
8
4
（
受

付
時
間
９
時
～
19
時
）

お
知
ら
せ


